
２０２５年度     

      第２学年 数学科年間シラバス                 多摩永山中学校 

【数学科の目標】 

（1）数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付け

るようにする。 

（2）数学を活用して事象を論理的に考察する力，数量や図形などの性質を見いだし統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を

養う。 

（3）数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそうとする態度，問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を養う。 

 
学習内容（予定時間数） 

一学期（３６） 二学期（３９） 三学期（３０） 

【４月～５月】 

１章 文字を使って説明しよう 

[式の計算] (１６) 

・１節 「式の計算」 

・２節 「文字式の利用」 

【９月】 

３章  関数を利用して問題を解決しよう 

[１次関数](１２) 

・１節 「２元1次方程式と１次関数」 

・２節 「１次関数の利用」 

【１月】 

５章 図形の性質を見つけて証明しよう 

[三角形と四角形](１２) 

・２節 「平行四辺形」 

【５月～６月】 

２章 方程式を利用して問題を解決しよう 

[連立方程式](１２) 

・１節 「連立方程式とその解き方」 

・２節 「連立方程式の利用」 

【１０月～１１月】 

４章  図形の性質の調べ方を考えよう 

[平行と合同](１７) 

・１節 「説明のしくみ」 

・２節 「平行線と角」 

・３節 「合同な図形」 

【２月】 

６章 起こりやすさをとらえて説明しよう 

[確率](８) 

・１節 「確率」 

・２節 「確率による説明」 

【６月～７月】 

３章 関数を利用して問題を解決しよう 

[１次関数](８) 

・１節 「１次関数」 

・２節 「１次関数の性質と調べ方」 

・３節 「２元１次方程式と１次関数」 

 

※１学期は、ワーク、単元テスト、 

ワークテスト、定期テスト直しで評価 

【１２月】 

５章 図形の性質を見つけて証明しよう 

[三角形と四角形](１０) 

・１節 「三角形」 

 

※２学期は、ワーク、単元テスト、 

ワークテスト、定期テスト直しで評価 

【３月】 

７章 データを比較して判断しよう 

[データの比較](５) 

・１節 「四分位範囲と箱ひげ図」 

 

２年生のまとめ(５) 

 「総合問題」 

 

※３学期は、ワーク、単元テスト、 

ワークテスト、定期テスト直しで評価 

 

評価の観点と規準（各観点の割合はすべて達成率１００％で統一する） 

 評価の観点 評価の方法・資料 評価方法の規準と「概ねＢ」「満点」などの設定 

Ⅰ 

＜知識及び技能＞ 

各教科等における学習の過程を

通した知識及び技能の習得状況に

ついて評価をするとともに、それら

を既有の知識及び技能と関連付け

たり活用したりする中で、他の学習

や生活の場面でも活用できる程度

に概念等を理解したり、技能を習得

したりしているかを評価する。 

 

・定期テスト 

・小テスト 

・授業観察 

 

・計算問題などはミスなく丁寧に解くことができるようにする。 

・確かめる癖を身に付け、簡単なミスを防げるようにする。 

・授業や教科書の内容をそのまま暗記するのではなく、既習 

事項との関連付けができるようにする。 

・教科書の問題やワークなどの問題集を繰り返し解く。 

Ⅱ 

＜思考力・判断力・表現力等＞ 

各教科等の知識及び技能を活用

して課題を解決する等のために必

要な思考力、判断力、表現力等を

身に付けているかどうかを評価す

る。 

 

・定期テスト 

・小テスト 

・レポート 

・授業観察 

 

・教科書の問題やワークなどの問題集を繰り返し解く。 

・問題に取り組む際に、多面的な視点で問題を捉えられるよう 

にする。 

・積極的に自分の考えを発表し、発表の際には考えの根拠を 

順序だてて説明できるようにする。 

・日々の学習の中で、様々な解き方で問題を解くなど、自分の 

考えを広げるような学習する。 

Ⅲ 

＜主体的に学習に取り組む態度＞ 

知識及び技能を獲得したり、思

考力、判断力、表現力等を身に付

けたりするために、自らの学習状

況を把握し、学習の進め方につい

て試行錯誤するなど自らの学習を

調整しながら、学ぼうとしている

かどうかという意思的な側面を評

価する。 

 

・「知識及び技能」の観点の評価 

・「思考力・判断力・表現力等」

の観点の評価 

・授業態度、提出物の状況などの

平常点 

など 

 

・「知識及び技能」の観点の内容について、指示に従って 

しっかり行おうとしたり、学ぼうとしたりする。 

・思考力・判断力・表現力等」の観点の内容について、指示に 

従ってしっかり行おうとしたり、学ぼうとしたりする。 

・授業、課題に意欲的に取り組み、意見を積極的に発言しよう 

とする。 

・提出物の期限を守り、忘れ物をしないよう心掛ける。 

・自分なりの自習方法を見つけ、取り組もうとする。 

 


